
と
化
粧
品
の
取
り
扱
い
も
始
め
て
い
た
。

昭
和
四
十
年
、
第
一
工
業
高
校
（
現
開
新
工
高
）
の
化
学
の

先
生
に
と
話
が
あ
り
、
薬
局
は
友
人
の
名
義
を
借
り
て
営
業
す

る
こ
と
に
し
、
学
校
の
非
常
勤
講
師
と
な
っ
た
。
ど
う
せ
な
ら

常
勤
し
て
く
れ
と
要
請
さ
れ
、
昭
和
五
十
二
年
ま
で
教
職
の
道

に
携
わ
っ
た
。
半
年
程
失
業
保
険
を
受
け
、
同
年
九
月
コ
ル
セ

イ
・
ド
ラ
ッ
グ
薬
品
販
売
会
社
に
勤
務
、
平
成
二
年
ま
で
働
い

た
。現

在
は
近
く
の
学
校
法
人
常
盤
調
理
学
校
の
非
常
勤
講
師
と

し
て
、
週
に
五
時
間
く
ら
い
の
講
義
を
し
て
い
る
。
若
い
人
の

中
に
入
り
仕
事
が
で
き
る
の
は
、
健
康
の
た
め
に
も
最
高
と
思

っ
て
い
る
。

数
年
前
、
孫
と
共
に
、
帰
国
の
第
一
歩
を
印
し
た
舞
鶴
の
引

揚
者
公
園
を
訪
ね
当
時
を
偲
ん
で
き
た
。

バ
イ
カ
ル
湖
の
想
い
出
　 

熊
本
県
　
島
野
郁
啓
　 

大
正
十
年
二
月
二
十
四
日
、
八
代
市
で
産
声
を
あ
げ
、
地
元

の
小
学
校
を
終
え
、
八
代
中
学
へ
。
昭
和
十
一
年
、
中
学
四
年

の
と
き
熊
本
へ
移
転
、
熊
本
中
学
へ
編
入
試
験
を
パ
ス
し
て
転

校
、
二
年
間
学
び
、
早
稲
田
大
学
専
門
部
商
科
へ
入
学
。
昭
和

十
七
年
三
月
卒
業
と
同
時
に
朝
鮮
総
督
府
忠
清
南
道
庁
へ
奉

職
。
官
庁
勤
め
が
性
に
合
わ
ず
一
年
勤
め
退
職
し
帰
郷
。

昭
和
十
八
年
二
月
一
日
、
熊
本
の
十
三
連
隊
に
入
隊
。
同
年

四
月
ハ
イ
ラ
ル
の
歩
兵
二
十
三
連
隊
へ
転
属
。

昭
和
十
九
年
八
月
、
錦
州
省
阜
新
の
歩
兵
第
二
四
一
連
隊
へ

転
属
し
、
乙
幹
の
軍
曹
と
し
て
初
年
兵
教
育
に
従
事
し
た
。
分

遣
隊
と
し
て
赤
峰
に
行
き
、
万
里
の
長
城
付
近
の
八
路
軍
の
討

伐
に
遠
征
し
た
。

終
戦
直
前
熱
水
で
陣
地
構
築
中
、
錦
県
か
ら
部
隊
ご
と
奉
天

に
移
動
し
終
戦
を
迎
え
た
。
奉
天
に
武
装
し
た
ま
ま
一
カ
月
滞



在
、
日
清
製
粉
の
工
場
内
に
籠
城
中
、
満
人
の
暴
動
が
三
日
三

晩
続
き
、
騒
然
と
し
た
空
気
が
流
れ
た
。
中
国
人
が
工
場
内
に

紛
れ
込
み
、
処
刑
し
た
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
っ
た
。
武
装
解
除
さ

れ
奉
天
北
陵
へ
集
結
の
た
め
移
動
し
て
い
る
と
、
中
国
人
か
ら

唾
を
か
け
ら
れ
罵
詈
雑
言
を
浴
び
せ
ら
れ
、
そ
の
し
っ
ぺ
返
し

を
さ
れ
、
戦
に
敗
れ
た
ん
だ
と
実
感
さ
せ
ら
れ
た
。

昭
和
二
十
年
九
月
中
旬
奉
天
を
た
ち
、
十
月
中
旬
ウ
ス
リ
ー

河
を
渡
り
ブ
ラ
ゴ
エ
に
到
着
。
二
～
三
日
し
て
「
ダ
モ
イ
ダ
モ

イ
」
と
騙
さ
れ
、
バ
イ
カ
ル
湖
近
く
の
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
の
東
側

の
山
中
で
伐
採
を
一
カ
月
や
ら
さ
れ
た
。
同
年
の
十
一
月
、
何

か
の
調
子
で
十
人
が
選
ば
れ
、
ソ
連
の
将
校
と
歩
き
な
が
ら
、

お
互
い
片
言
の
英
語
で
会
話
を
し
、
意
気
投
合
、
語
学
の
大
切

さ
を
痛
感
し
た
。

昭
和
二
十
一
年
三
月
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
か
ら
列
車
で
バ
イ
カ

ル
湖
畔
の
セ
ル
ジ
ャ
ン
カ
の
既
存
の
大
隊
に
部
隊
ご
と
編
入
さ

れ
、
線
路
の
工
事
作
業
、
石
の
切
り
出
し
、
橋
の
修
理
、
更
に

は
■
殺
場
勤
務
と
生
涯
初
め
て
の
こ
と
も
経
験
し
た
。
最
後
に

は
洗
濯
班
長
を
し
、
昭
和
二
十
二
年
五
月
ま
で
世
話
に
な
っ

た
。

衣
服
は
軍
服
の
ま
ま
で
通
し
、
食
糧
は
高
粱
、
ポ
ー
ミ
ー

半
々
の
粥
、
パ
ン
と
少
々
の
砂
糖
等
が
支
給
さ
れ
た
。
ラ
ー
ゲ

ル
は
長
屋
式
の
二
段
ベ
ッ
ド
だ
っ
た
。
発
疹
チ
フ
ス
で
何
人
か

亡
く
な
っ
た
程
度
で
、
栄
養
失
調
で
の
死
亡
者
は
な
か
っ
た
。

『
日
本
新
聞
』
を
時
々
見
た
く
ら
い
で
民
主
教
育
は
全
然
な
か

っ
た
。

こ
う
い
う
と
恵
ま
れ
た
ラ
ー
ゲ
ル
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

飢
え
と
寒
さ
の
中
の
重
労
働
は
、
い
ず
こ
も
同
じ
苦
し
み
で
あ

っ
た
。

入
ソ
以
来
階
級
章
を
つ
け
軍
隊
組
織
そ
の
ま
ま
で
生
活
し
ナ

ホ
ト
カ
へ
向
か
っ
た
。
風
の
■
で
、
反
動
分
子
と
烙
印
を
押
さ

れ
、
帰
国
出
来
な
い
か
も
と
い
う
こ
と
で
、
ナ
ホ
ト
カ
の
直
前

で
階
級
章
を
外
し
た
。

昭
和
二
十
二
年
五
月
二
十
七
日
舞
鶴
へ
上
陸
、
六
月
三
日
父

母
の
待
つ
故
郷
熊
本
市
船
場
町
へ
た
ど
り
着
い
た
。
二
カ
月
静

養
を
し
、
衣
料
品
販
売
業
の
「
ナ
ル
ミ
商
会
」
に
就
職
、
三
十

七
年
間
勤
め
た
。

昭
和
二
十
八
年
現
在
地
へ
定
住
し
、
退
職
後
は
自
治
会
長
、

公
民
館
副
会
長
等
の
要
職
に
お
さ
れ
、
地
域
へ
の
恩
返
し
と
思



っ
て
頑
張
っ
て
い
る
。
ま
た
、
結
婚
相
談
所
を
し
、
三
十
組
の

縁
組
み
を
し
、
世
の
中
の
少
子
化
に
歯
止
め
が
か
か
れ
ば
と
願

っ
て
い
る
。

バ
イ
カ
ル
湖
畔
の
収
容
所
に
は
熊
本
県
人
が
二
十
五
人
、
県

人
会
を
開
い
て
お
互
い
励
ま
し
合
い
抑
留
生
活
を
送
っ
た
。
帰

国
し
て
か
ら
も
会
合
を
し
て
い
た
が
段
々
亡
く
な
ら
れ
、
生
存

者
で
毎
年
二
回
集
ま
り
、
健
康
を
祝
し
往
年
を
偲
ん
で
い
る
。




